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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 16,125 0.8 666 53.7 878 47.2 538 74.2
26年3月期第2四半期 16,004 △1.2 433 △47.0 596 △37.7 309 △36.6

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 1,001百万円 （28.1％） 26年3月期第2四半期 782百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 20.39 ―
26年3月期第2四半期 11.71 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 63,316 45,683 71.0
26年3月期 61,608 45,011 71.8
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 44,925百万円 26年3月期 44,246百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 5.00 ― 8.50 13.50
27年3月期 ― 5.00
27年3月期（予想） ― 8.50 13.50

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,360 0.0 1,720 △9.0 2,110 △5.0 1,300 10.1 49.24



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料P.4「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料P.4「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（認定放送持株会社体制への移行について）
当社は平成26年４月１日付で認定放送持株会社へ移行しました。また同日付で、ＣＢＣテレビ分割準備株式会社は、当社のグループ経営管理事業及び不動

産賃貸事業を除く一切の事業に関する権利義務の一部を吸収分割により承継し、その商号を株式会社ＣＢＣテレビに変更しております。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 26,400,000 株 26年3月期 26,400,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 955 株 26年3月期 926 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 26,399,063 株 26年3月期2Q 26,399,137 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

経常利益
(百万円)

四半期純利益
(百万円)

27年３月期
第２四半期

16,125 666 878 538

26年３月期
第２四半期

16,004 433 596 309

増減率(％) 0.8 53.7 47.2 74.2

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動がみられました

が、基調的には緩やかな回復を続けました。企業の設備投資も増加傾向となり、個人消費の面でも、消費税率引き

上げの影響を受けつつも底堅く推移しました。テレビの広告市況は、４月に落ち込みを見せたものの、全体として

は景気動向に連動する形で堅調に推移しました。

　このような事業環境の下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、161億25百万円（前年同期比

0.8％増）となりました。

利益面では、営業利益は６億66百万円（前年同期比53.7％増）、経常利益は８億78百万円（前年同期比47.2％増）、

四半期純利益は５億38百万円（前年同期比74.2％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

放送関連 不動産関連 ゴルフ場 その他

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

27年３月期
第２四半期

14,730 207 733 409 277 15 383 34

26年３月期
第２四半期

14,626 2 720 382 258 4 398 44

増減率(％) 0.7 ― 1.9 6.9 7.4 262.8 △3.8 △21.7

(注）売上高については、セグメント間の取引を相殺消去しております。

　

〈放送関連〉

「放送関連」は、テレビスポット収入が５月以降回復傾向となったことに加え、テレビタイム収入も増加したこ

とから、売上高は147億30百万円（前年同期比0.7％増）となりました。利益面では、テレビ事業の売上の増加によ

る効果に加え、イベント事業やクロスメディア事業において利益率が改善したことから、営業利益は２億７百万円

（前年同期は２百万円）となりました。

　

〈不動産関連〉

「不動産関連」は、昨年10月に開始した太陽光発電事業が売上の増加に寄与し、売上高は７億33百万円（前年同

期比1.9％増）となりました。

　利益面では、前期にあった賃貸駐車場設備の耐震工事が今期は無かったこともあり、営業利益は４億９百万円

（前年同期比6.9％増）となりました。

　

〈ゴルフ場〉

「ゴルフ場」は、来場者数の増加や名義書換料収入の増加により、売上高が２億77百万円（前年同期比7.4％増）、

営業利益は15百万円（前年同期比262.8％増）となりました。

　

〈その他〉

保険代理業、タクシー業などで構成される「その他」は、売上高は３億83百万円（前年同期比3.8％減）、営業利

益は34百万円（前年同期比21.7％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　（資産、負債、純資産の状況）

　①資産の部

当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて17億７百万円増加し、633億16百万円と

なりました。

　主な増加要因として、有価証券が30億94百万円、信託受益権を含む流動資産の「その他」が９億73百万円、会社

分割に伴い固定資産の繰延税金資産が13億88百万円、それぞれ増加しております。また主な減少要因として、有価

証券や信託受益権の購入などにより現金及び預金が42億51百万円減少しております。

　②負債の部

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて10億35百万円増加し、176億32百万円と

なりました。これは、会社分割に伴い繰延税金負債が14億74百万円増加したことなどによるものです。

　③純資産の部

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて６億71百万円増加し、456億83百万円

となりました。これは、四半期純利益の計上と配当金の支払いとの差額により利益剰余金が２億14百万円増加した

ことや、保有株式の時価上昇に伴いその他有価証券評価差額金が２億59百万円増加したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、テレビ事業のタイム収入やイベント収入が当初見込みに比べ

増加し、またテレビ事業の営業費用が当初見込みに比べ減少したことから、売上高、利益ともに当初見込みを上回

ることとなりました。

　通期の業績見通しにつきましては、今後の広告市況にやや不透明感があることから、売上高は前回発表予想の通

りとしておりますが、利益面につきましては、小幅ながら上方修正しております。

　今回修正予想と平成26年５月12日に公表いたしました前回発表予想との差異は以下の通りです。

平成27年３月期の通期連結業績予想(平成26年４月１日～平成27年３月31日) (単位：百万円、％)

前回発表予想 今回修正予想 増減額 増減率 前期実績

売上高 32,360 32,360 ― 0.0 32,350

営業利益 1,610 1,720 110 6.8 1,889

経常利益 1,920 2,110 190 9.9 2,220

当期純利益 1,170 1,300 130 11.1 1,181
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税

率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によって

おります。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を、従業員の平均残存勤務期間に

近似した年数に基づく決定方法から、退職給付支払ごとの支払見込期間を反映する決定方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が156百万円増加し、利益剰余金が99百万円減

少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞ

れ10百万円増加しております。

決算短信 （宝印刷）  2014年11月06日 10時58分 4ページ （Tess 1.40 20131220_01）



中部日本放送株式会社(9402) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

－ 5 －

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,703 11,452

受取手形及び売掛金 7,018 6,566

有価証券 459 3,553

たな卸資産 54 65

繰延税金資産 382 385

その他 1,043 2,017

貸倒引当金 △6 △8

流動資産合計 24,655 24,030

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 25,303 25,364

減価償却累計額 △15,839 △16,108

建物及び構築物（純額） 9,463 9,255

機械装置及び運搬具 21,264 21,220

減価償却累計額 △18,991 △19,253

機械装置及び運搬具（純額） 2,272 1,967

土地 10,502 10,502

建設仮勘定 34 650

その他 1,455 1,466

減価償却累計額 △1,201 △1,213

その他（純額） 254 253

有形固定資産合計 22,527 22,628

無形固定資産 395 351

投資その他の資産

投資有価証券 13,151 14,034

繰延税金資産 265 1,654

その他 770 794

貸倒引当金 △155 △178

投資その他の資産合計 14,031 16,305

固定資産合計 36,953 39,285

資産合計 61,608 63,316
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 283 153

未払費用 2,723 2,514

未払法人税等 685 493

引当金 122 132

その他 1,700 2,069

流動負債合計 5,515 5,361

固定負債

引当金 67 51

退職給付に係る負債 3,669 3,701

資産除去債務 68 68

繰延税金負債 180 1,655

長期預り保証金 6,592 6,327

その他 503 465

固定負債合計 11,081 12,270

負債合計 16,596 17,632

純資産の部

株主資本

資本金 1,320 1,320

資本剰余金 654 654

利益剰余金 43,609 43,824

自己株式 △0 △0

株主資本合計 45,583 45,797

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,079 2,339

退職給付に係る調整累計額 △3,417 △3,211

その他の包括利益累計額合計 △1,337 △872

少数株主持分 765 758

純資産合計 45,011 45,683

負債純資産合計 61,608 63,316
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 16,004 16,125

売上原価 9,189 9,067

売上総利益 6,815 7,057

販売費及び一般管理費 6,381 6,390

営業利益 433 666

営業外収益

受取利息 7 11

受取配当金 152 200

有価証券売却益 7 3

その他 38 33

営業外収益合計 205 248

営業外費用

支払利息 38 34

固定資産除却損 3 1

貸倒引当金繰入額 0 －

その他 0 1

営業外費用合計 43 36

経常利益 596 878

特別利益

会員権売却益 － 3

固定資産売却益 12 －

特別利益合計 12 3

特別損失

投資有価証券評価損 2 －

会員権売却損 － 0

固定資産除却損 7 －

貸倒引当金繰入額 － 0

事業構造再編費用 30 33

特別損失合計 40 34

税金等調整前四半期純利益 568 847

法人税等 252 310

少数株主損益調整前四半期純利益 315 536

少数株主利益又は少数株主損失（△） 6 △1

四半期純利益 309 538
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 315 536

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 466 259

退職給付に係る調整額 － 205

その他の包括利益合計 466 464

四半期包括利益 782 1,001

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 775 1,002

少数株主に係る四半期包括利益 6 △1
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注) ３放送関連

不動産
関連

ゴルフ場 計

売上高

外部顧客への売上高 14,626 720 258 15,605 398 16,004 ─ 16,004

セグメント間の内部
売上高又は振替高

49 92 2 143 351 495 △495 ─

計 14,676 812 260 15,749 750 16,499 △495 16,004

セグメント利益 2 382 4 389 44 433 0 433

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業、ＯＡ機器販売、

旅客運送業（タクシー）等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額です。

３ セグメント利益433百万円は、四半期連結損益計算書の営業利益433百万円と調整を行っています。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注) ３放送関連

不動産
関連

ゴルフ場 計

売上高

外部顧客への売上高 14,730 733 277 15,741 383 16,125 ― 16,125

セグメント間の内部
売上高又は振替高

62 76 1 141 378 519 △519 ―

計 14,792 810 279 15,883 761 16,644 △519 16,125

セグメント利益 207 409 15 632 34 666 0 666

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業、ＯＡ機器販売、

旅客運送業（タクシー）等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額です。

３ セグメント利益666百万円は、四半期連結損益計算書の営業利益666百万円と調整を行っています。
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４．参考資料

㈱ＣＢＣテレビ 売上高の内訳

（単位：百万円、％）

　 前第２四半期
（平成26年３月期

第２四半期）

当第２四半期
（平成27年３月期

第２四半期）
増減

金額 金額 金額 増減率

テレビ関連収入テレビ関連収入テレビ関連収入テレビ関連収入テレビ関連収入 1111133333,,,,,000007777722222 1111133333,,,,,000007777799999 66666 00000.....11111

　 テレビ収入 11,220 11,318 97 0.9

　 タイム収入 3,731 3,775 44 1.2

スポット収入 7,313 7,379 65 0.9

その他収入 176 163 △12 △7.2

クロスメディア収入 604 574 △29 △4.9

イベント収入 470 477 6 1.4

ハウジング収入 427 427 △0 △0.1

グループ請負収入 349 281 △67 △19.2

合計合計合計合計合計 1111133333,,,,,000007777722222 1111133333,,,,,000007777799999 66666 00000.....11111

（注） 平成26年４月１日付で、㈱ＣＢＣテレビはグループ経営管理事業及び不動産賃貸事業を除く一切の事業に関

する権利義務の一部を吸収分割により中部日本放送㈱より承継しております。なお、上記の表の前第２四半期

の数値は、中部日本放送㈱のテレビ関連収入の数値を記載しております。

　

　

㈱ＣＢＣラジオ 売上高の内訳

（単位：百万円、％）

　 前第２四半期
（平成26年３月期

第２四半期）

当第２四半期
（平成27年３月期

第２四半期）
増減

金額 金額 金額 増減率

ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入 11111,,,,,222223333333333 11111,,,,,222223333344444 00000 00000.....11111

　 タイム収入 677 653 △23 △3.4

スポット収入 534 556 21 4.1

その他収入 22 24 2 11.0

受託派遣事業収入受託派遣事業収入受託派遣事業収入受託派遣事業収入受託派遣事業収入 111117777711111 111117777700000 △△△△△00000 △△△△△00000.....55555

合計合計合計合計合計 11111,,,,,444440000055555 11111,,,,,444440000055555 00000 00000.....00000
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